
はるな生活協同組合 
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組合員のみな様へ。氏名、住所変更をされた 
方は、組合員活動部までご連絡ください。 

⑴ 2018年７月10日 2018年７月号（第628号）一人は万人のために、万人は一人のために 昭和40年５月８日
第三種郵便物認可）（

　
「
す
べ
て
国

民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を

有
す
る
」
日
本
国
憲
法
25

条
に
示
さ
れ
た
「
生
存
権
」

で
す
。
憲
法
に
「
国
民
に

権
利
が
あ
る
」
と
書
か
れ

て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
保

障
す
る
「
義
務
」
が
国
に

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
25

条
に
は
特
別
に
、
２
項

で
「
国
は
、
す
べ
て
の
生

活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公

衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
具
体
的
に
規
定
し

て
い
ま
す
。
▼
「
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
」
と
は
ど
ん
な
生
活
な

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て

そ
れ
は
誰
が
決
め
る
の
で

し
ょ
う
か
？
▼
「
人
間
裁

判
」
と
呼
ば
れ
る
「
朝
日

訴
訟
」
で
朝
日
茂
さ
ん
は
、

「
最
低
限
度
の
生
活
」
を
問

い
続
け
ま
し
た
。
こ
の
間

も
、
国
の
社
会
保
障
費
削

減
が
人
間
ら
し
い
暮
ら
し

を
脅
か
す
と
し
て
、
数
々

の
社
会
保
障
裁
判
が
た
た

か
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
全

日
本
民
医
連
は
、
６
３
９

の
関
連
医
療
機
関
対
象
の

調
査
に
よ
る
と
、
経
済
的

理
由
で
治
療
が
遅
れ
て
死

亡
し
た
例
が
２
０
１
７
年

に
63
件
あ
っ
た
と
公
表
し

ま
し
た
。
非
正
規
雇
用
を

増
や
す
雇
用
政
策
や
「
自

助
・
共
助
」
を
推
し
進
め

社
会
保
障
を
削
減
す
る
政

策
の
結
果
で
す
。
▼
「
向

上
及
び
増
進
」
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
が
社

会
保
障
費
を
削
減
し
続
け

る
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
▼
「
権

利
は
た
た
か
う
も
の
の
手

に
あ
る
」
朝
日
さ
ん
の
訴

え
が
胸
に
よ
み
が
え
り
ま

す
。 　
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－はるな生協の現況－
（2018年６月30日現在）

組合員数 23,155人
出資総額 433,729,500円
一人平均出資額 18,732円

電話 027（323）2762 ７ 月 号

　

充
実
し
た
社
会
保
障
は
平
和
の
な
か
に
あ
っ
て
こ
そ
―
―
。
は
る
な
生
協
（
理
事
長

　

櫻
井
康
喜
）
は
６
月
16
日
、
第
66
回
総
代
会
を
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
ま
ご

ホ
ー
ル
で
開
き
、
１
年
間
の
事
業
報
告
と
２
０
１
８
年
度
の
事
業
方
針
や
予
算
、
新
役

員
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
総
代
会
に
は
総
代
、
役
員
、
傍
聴
者
合
わ
せ
て
２
３
６
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
新
理
事
長
に
は
、
鈴
木
隆
氏
（
病
院
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

▼
関
連
記
事　

２
面
、
３
面
に
掲
載

は
る
な
生
活

協
同
組
合

健
康
も
暮
ら
し
も
平
和
が
土
台

第
66
回
通
常
総
代
会

は
る
な
生
活
協
同
組
合

たまごホール

ウ
ソ
と
医
療
の

改
悪
ダ
メ
で
す

　

総
代
会
は
、
小
笠
原
理
事

う
」
と
挨
拶
し
た
の
ち
、
議

長
に
田
村
理
総
代
（
石
原
支

部
）
山
口
み
ゆ
き
総
代
（
安

中
支
部
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
櫻
井
理
事
長
が

理
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶
冒

頭
、
長
年
、
医
療
事
業
に
貢

献
し
た
当
病
院
長
の
鈴
木

隆
医
師
が
名
誉
あ
る
県
総

合
表
彰
を
受
賞
し
た
こ
と

を
報
告
、「
安
倍
内
閣
が
モ

リ
・
加
計
、
日
報
改
ざ
ん
な

ど
ウ
ソ
と
ご
ま
か
し
に
終
始

す
る
一
方
で
、
国
民
健
康
保

険
の
都
道
府
県
化
や
介
護
の

分
野
で
も
弱
い
者
い
じ
め
の

社
会
保
障
費
の
大
幅
な
削
減

を
推
し
進
め
て
い
る
」
と
指

摘
。「
医
療
や
介
護
事
業
の

取
り
ま
く
環
境
は
依
然
厳
し

い
が
、
地
域
住
民
の
声
に
応

え
る
医
療
・
介
護
事
業
と
運

動
を
さ
ら
に
大
き
く
進
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
代
会
に
は
全
国

の
医
療
生
協
団
体
か
ら
祝

電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

輝
く
命
と
暮
ら
し

平
和
の
中
に
こ
そ

　

つ
づ
い
て
、
関
沼
専
務
理

事
か
ら
事
業
報
告
及
び
決

算
、
18
年
度
の
事
業
方
針
と

予
算
、
役
員
選
任
、
役
員
報

酬
に
関
す
る
４
件
の
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
沼
専
務
は
、
生
協
の
取

り
巻
く
情
勢
に
ふ
れ
、「『
憲

法
改
正
』
が
現
実
に
迫
っ
て

い
る
。
平
和
が
あ
っ
て
こ
そ

住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
強

調
。「
平
和
憲
法
（
９
条
）

を
守
り
、
改
憲
を
許
さ
な
い

取
り
組
み
を
強
め
よ
う
」
と

呼
び
か
げ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
経
営
の

重
点
課
題
と
し
て
累
積
赤
字

の
解
消
と
介
護
施
設
「
ほ
ほ

す
る
活
発
な
補
強
意
見
や
要

望
・
質
問
が
出
さ
れ
活
気
溢

れ
る
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
明
夫
理
事
か

ら
機
関
誌
「
緑
十
字
」
の
配

布
率
向
上
を
目
指
す
委
員
会

を
立
ち
上
げ
た
と
い
う
特
別

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
提
案
さ
れ

た
１
号
か
ら
４
号
議
案
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
出
資
金
・
仲
間

ふ
や
し
活
動
で
年
間
目
標
の

達
成
支
部
が
櫻
井
理
事
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
直
後
に
開
か
れ
た
第

１
回
理
事
会
で
新
理
事
長
に

選
出
さ
れ
た
鈴
木
隆
病
院
長

か
ら
、
今
回
退
任
す
る
櫻
井

前
理
事
長
を
は
じ
め
前
理

事
、
監
事
に
感
謝
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
、
退
任
役
員

を
代
表
し
伊
藤
前
理
事
が

「
退
任
後
も
引
き
続
き
地
域

の
な
か
で
生
協
発
展
の
た
め

頑
張
る
決
意
だ
」
と
挨
拶
す

る
と
盛
ん
な
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

え
み
の
杜
」の
改
善
に
役
員
、

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
結
果
、
累
積
赤
字
全

て
を
解
消
す
る
こ
と
に
ま
で

至
ら
な
か
っ
た
が
黒
字
を
計

上
し
、「
ほ
ほ
え
み
の
杜
」

も
大
幅
な
収
支
改
善
が
で
き

た
と
強
調
。
一
層
の
ご
協
力

を
訴
え
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
女
屋
監
事

が
監
査
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
18
人
の
新
入
職

員
が
登
壇
、
佐
藤
看
護
部
長

か
ら
１
人
ひ
と
り
が
紹
介
さ

れ
抱
負
を
語
る
と
、
会
場
が

温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。活

発
な
補
強
討
論

議
案
す
べ
て
可
決

　

質
疑
討
論
で
は
、
６
人
か

ら
総
代
か
ら
活
動
方
針
に
対

が
開
会
で
「
平
和
で
長
生
き

し
て
良
か
っ
た
と
い
え
る
長

寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会

保
障
制
度
を
つ
く
り
ま
し
ょ

小笠原理事

櫻井理事長

新任理事代表　鈴木隆理事長挨拶
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木
闇
博
明
総
代（
藤
岡
支
部
）

斎
藤
有
功
総
代（
矢
中
支
部
）

井
田
久
美
子
総
代（
高
南
支
部
）

鈴
木
明
夫
理
事

　

機
関
紙
配
布
率
ア
ッ
プ
プ

　事業報告書のとおり、2017年度は累積赤字を解消するに至りませんでし
た。2018年度は、今度こそ累積赤字を解消することが求められます。また、
昨年の介護センターほほえみの杜に続き、高齢者住宅虹の家の収支改善を
図り、事業展望を切り開くことが求められます。
　さて、2018年度は、診療報酬と介護報酬の同時改定に加え、都道府県の
地域医療計画や医療費適正化計画、市町村の介護保険事業計画が改定され、
国の2025年「改革シナリオ」にむけ大きな節目の年となります。このダブ
ル改定・トリプル計画への対応が求められます。
　県の地域医療構想では、高崎・安中医療圏は、2025年必要病床数に対し、
高度急性期186床過剰（39.7％）、急性期969床過剰（49.8％）、回復期846床不
足（180.8％）、慢性期88床不足（8.5％）とされており、今後これにもとづく
病床の再編が進められます。この間の病床機能の見直しや運用改善の取り
組みをさらに進め、求められる病床機能を明確にし、地域包括ケア病床増
床等の対応を急ぐ必要があります。
　介護予防・日常生活支援総合事業は、2017年度から全ての自治体で実施
されました。あんしんセンター通町の充実を図るとともに、全国の進んだ
経験に学び、生協の事業・運動・組織づくり三位一体で居場所づくりや有
償ボランティアの取り組みを進め、また組合員自らの問題として健康寿命
を延ばす取り組みを広げることが求められます。健康づくりや介護予防・
生活支援の取り組みを支部や班の活動として位置づけ、安心ネットワーク
づくりを進めましょう。

１．主な事業計画
①医療事業では、病床機能の見直しや運用改善をさらに進めるとともに、
地域包括ケア病床の増床、サブアキュート機能を強めます。
②かかりつけ医機能、在宅療養支援機能の強化、組合員の利用結集による
患者増や健診拡大に取り組みます。
③福祉事業では、高齢者住宅やショートステイの利用者確保に努めます。
また訪問看護、訪問介護、訪問リハビリの強化、通所系サービスの機能見
直しと利用者確保に努めます。
④新「中長期計画」にもとづき新規事業の具体化を進めます。
⑤介護予防・日常生活支援の取組みでは、あんしんセンター通町の業務の
充実や有償ボランティア「あんじゃねえ」の拡大強化、生活支援のできる
組合員組織づくりを進めます。

２．経営活動
（１）経営計画
①高齢者住宅虹の家の収支改善を図り、全事業所で経常黒字をめざし、3,500
万円の経常剰余を確保して、累積赤字を解消します。
②事業キャッシュフロー（事業で生み出した資金）を確保し、資金管理を
強めます。
③経費削減、人件費適正化に努めます。
④設備投資は、新規事業を除き、総額１億3,000万円を計画します（リース
資産含む）。
⑤3,000万円増資運動に取り組み、自己資本の強化を図ります。

（２）管理運営など
①内部統制システムの構築に取り組みます。
②ISO9001（品質管理や品質保証に関する国際規格）システムを柱に業務改
善に取り組みます。
③住所不明組合員調査に取り組みます。

３．医療・福祉・健康づくり活動
（１）医療活動
（高崎中央病院）
①地域で必要とされる医療機能を見極め、それに合わせた病床機能の更な
る転換を行います。
②在宅療養支援病院として在宅医療の拡大を図るとともに、法人内外の事
業所との連携を強化し、質・量ともに充実を図ります。
③患者、利用者の声に耳を傾け、医療・介護の質の改善を継続的に進めます。
④医師・看護師をはじめとした専門職の確保と養成を進めます。
⑤HPH加盟に向けた活動に取り組みます。
⑥甲状腺エコー健診や相談活動などを通じて、原発事故・被ばく問題につ
いて引き続き取り組みます。
（通町診療所）
①かかりつけ医療機関として、患者１人ひとりのニーズに合わせ、多職種
で連携しながら、より良いサービスの提供に努めます。
②患者・利用者の声を反映した医療、介護の質の向上及び改善の取り組み
を継続します。また、ICT（情報通信技術）を活用し、医療と介護、多職種
連携を強化していきます。
③事業所の経営を維持・発展させるため、数値目標を意識してより良い成
果が出せるよう取り組みます。
（歯科診療所）
①いつまでも「口から食べること」を目標に、組合員・患者の口の健康増
進のための歯科医療をめざします。
②安心・安全・信頼の歯科医療を進めます。
③在宅歯科医療の充実を図り、通院困難な患者への対応を強化します。
④保健予防活動を重視し、健康な口づくり、まちづくりをめざします。
⑤歯科医師の初期研修を継続的に受入れ、単独型研修施設の取得をめざし
ます。

（２）介護・福祉活動
（在宅福祉総合センターほほえみ）
①利用者の意思と人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、医療・介護サー
ビスを提供するように努めます。
②利用者が住み慣れた地域で安心して生活が送れるように支援します。ま
た、家族や関連部署との連携で情報共有を図り、提供するサービスの充実
に努めます。
③アンケート調査などを分析し、不十分な所を改善します。また、サービ
スの拡充に努力し、利用者に満足していただけるよう努めます。
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発
言
・
活
動
報
告
で

発
言
・
活
動
報
告
で

議
案
深
め
る

議
案
深
め
る

議
案
補
強
発
言

達
成
支
部
・
職
場
表
彰

支
部
表
彰

退
任
理
事
挨
拶

伊藤理事代表挨拶

新
入
職
員
の
紹
介

　

議
案
に
対
す
る
質
疑
は
３

人
、
活
動
報
告
が
３
人
、
補

強
発
言
２
人
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

笠
原
綾
子
総
代（
矢
中
支
部
）

青
木
延
義
総
代（
上
中
居
支
部
）

越
谷
貞
夫
総
代（
第
三
支
部
）

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
検
討
内
容

を
報
告
、
機
関
紙
を
組
合
員

に
届
け
生
協
の
活
動
を
知
ら

せ
る
事
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

斎
藤
有
功
総
代

　

病
院
利
用
委
員
会
、
病
院

倫
理
委
員
会
で
作
成
し
た

「
私
の
意
思
表
示
ノ
ー
ト
」

の
紹
介
、
活
用
と
普
及
の
訴

え
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
理
事
を
代
表
し
て
、
伊
藤
国
夫
理
事
が

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

仲
間
増
や
し
達
成
支
部
職
場
は
昨
年
を
下
回

り
ま
し
た
が
、出
資
金
増
や
し
で
は
昨
年
を
上
回

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
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（介護センターほほえみの杜）
①高齢者住宅は、「安心して住み続けられる住宅」をめざすとともに、入居
者の満足度をよりいっそう高めます。
②デイホームは、機能訓練を強化し、ADL（日常生活動作）の維持・向上
をめざします。レクリエーションの内容も利用者の希望に添えるよう企画
していきます。また、認知症ケアの研修に積極的に参加し、認知症対応の
レベル向上をめざします。
③ショートステイは、平日の利用者増をめざします。
（高齢者住宅虹の家）
①高齢者住宅は、今後も入居者を安定的に確保できるよう、環境や介護内
容の充実に努めます。
②地域交流室の利用を広げ、地域の人たちとの交流を進めていきます。地
域の人たちが気軽に相談できる場所として提供していきます（習字教室、
介護カフェ、子ども食堂、認知症学習会など）。
③デイサービスは、生きがいや生活の質向上に向けた機能訓練レクリエー
ションを充実させていきます。職員の研修を進め、認知症の方への対応など、
質の向上に努めます。
④訪問介護は、引き続き職員を確保し、１人でも多くの人が、地域の中で、
その人らしく暮らし続けられるように支援していきます。
（高崎中央病院）
①デイケアは、地域包括ケアシステムにおける自立や社会参加を意識した
リハビリを継続して行います。
②訪問リハビリを積極的に進めます。
（通町診療所）
①あんしんセンター通町は、引き続き地域の介護予防・生活支援活動を広
げながら、関係機関との情報交換会や認知症サポーター養成講座を開催し
ます。また、過去３年で取り組んだ実態把握の結果を分析し、求められる
活動を検討していきます。
②居宅介護支援事業所は、医療機関や行政、他の介護事業所との連携を強
化しながら、高い稼働を維持していきます。
③デイケアは、職員のサービス提供力量の向上に努め、広報紙発行で事業
所の宣伝をし、新規利用者の確保に努めます。
（その他）
①認知症サポーター養成講座は、組合員向けも検討します。
②有償ボランティア「あんじゃねぇ」は、協力者を増やすこと、組合員向
けにどんな活動が必要かについてアンケート調査などにも取り組みます。

（３）事業所利用委員会
　事業所利用委員会は、組合員、患者、利用者から寄せられる声を大切に、
利用しやすい事業所をめざすとともに、組合員の利用結集を高めるように、
職場と協力していきます。そのためにも「いのちの章典」の学習を深め、
主体的に役割を果たします。
（高崎中央病院）
①「虹の箱」に寄せられる意見や要望に沿って、職場とも協力しながら改
善に努めます。また、感謝やお礼についても各職場で共有します。
②利用委員による院内巡視や、職場との懇談を行い、患者・組合員が利用
して良かったと思える事業所づくりをめざします。
③「私の意思表示ノート」を活用してもらうため普及します。
④多くの組合員が参加できるテーマで、「はるな元気塾」を開催します。
⑤「いのちの章典」の学習を継続して行います。
⑥他生協の利用委員会と交流を行い、優れた点を学びます。
（通町診療所）
①第19回ふれあいまつりを開催し、診療所のアピールと地域の方々と職員
の交流を図ります。
②患者・利用者満足度アンケート等を通して、組合員・患者・利用者から
寄せられた声を分析・共有・公表し、改善に努め、利用しやすい事業所づ
くりをめざします。
（歯科診療所）
①「虹の箱」に寄せられる意見や要望に沿って、協力しながら改善に努め
ます。また、感謝やお礼についても職場内で共有できるよう伝えていきます。
②職場と協力しながら、患者に気持ちよく利用してもらうための事業所づ
くりに取り組みます。
③利用委員による院内巡視を行います（10月）。
（介護事業所）
①利用して良かったと思われる事業所づくりを職場と協力して進めます。
②介護カフェを地域に広く呼びかけ、取り組みます。
③生協独自の介護事業所の満足度アンケートに取り組みます。

（４）健康づくり
①「はるな健康体操」は、５年が経過し、マニュアルの見直しを行いながら、
引き続き開催していきます。また、時宜に応じて講習会を開催します。
②健康チャレンジに取り組みます。県内４医療生協が統一した内容で進め
られるよう協力していきます。
③「まちかど健康チェック」に取り組みます。支部の協力も得ながら、地
域の方に健康づくりの意識づけを行います。
④健康ハイキングに取り組みます。
⑤健康づくりに関する学習会などに、他の委員会とも協力しながら取り組
みます。
⑥健康診断の大切さを職場と協力して広く伝える取り組みを進めます。
⑦健康づくりや健診に関して自治体と懇談を行います。組合員の声や要求
を届けるとともに、制度改善の働きかけと、より良い関係づくりに努めます。

４．組合員活動
　生協の活動は、くらしを支え、安心して住み続けられるまちづくりにつ

ながります。事業や地域の取組みを広め、仲間を増やし、協同の力を大き
く強くしましょう。

（１）地域に協同の「わ」をひろげる活動
①活動パンフレットや企画案内を活
用し、組合員や地域に広く生協の魅
力を知らせていきます。支部を紹介
するパンフレットを検討します。
②支部つながりマップを作り、生協
の活動と地域でつながれる場所や
人々を見える化します。
③気軽に集まれる場所、誰でも参加
できる班会を開催し、居場所を作り
ます。
④「緑十字」を読みやすく、手にとってもらえる機関紙として、内容をいっ
そう充実させます。
⑤機関紙を１人でも多くの組合員へ届けることを追求します。「機関紙配布
率アッププロジェクト」の答申を受け、具体化を図ります。
⑥広報紙について検討を始めます。
⑦反貧困実行委員会を中心に継続してきた、10年目を迎える路上生活者支
援炊き出し（月２回）やハローワーク前なんでも相談会（月１回）を引き
続き取り組みます。また、２年目のふれあい子ども食堂（月１回）も引き
続き取り組みます。
⑧生協のボランティア活動を紹介し、参加者を増やす取組みを行います。
⑨群馬県生協連女性協議会へ運営委員を送り、さまざまな企画に参加します。

（２）組合員と職員の協同を強める活動を推進します
①組合員・職員交流集会を開催し、交流を図ります。
②支部と職場のペアについて、他生協の実践を学び、具体化を検討します（現
在３ペア）。
③組合員と職員が協力して、健康まつり、通町診療所ふれあいまつりを成
功させます。

（３）組織を支えるひとづくりをすすめます
①支部役員や中心となる仲間が経験交流できる場を作ります。
②憲法の理念にもとづく「医療福祉生協のいのちの章典」を指針として日々
の活動に照らし合わせ、生協の役割を伝えていきます。

５．教育文化活動
　くらしを豊かに楽しくするための教育文化活動をめざします。
①文化行事企画に取り組みます。９月７日に高崎総合福祉会館たまごホー
ルにて、映画「星めぐりの町」上映会を行います。
②文化サークル活動として、地域の歴史や郷土の文化や自然にふれる「群
馬の歴史散歩」に取り組みます。
③「うたごえ喫茶」を定期的に開催します。また、新春講演会や学習会な
どにも取り組みます。
④生協の通信教育について広く知らせ、組合員の受講を進めます。

６．社会保障・平和を守る活動
　国は、都道府県に「地域医療構想」や医療費「適正化計画」を策定させ、
都道府県ごとの「地域差」を口実に、医療費・介護費を削減しようとして
います。こうした医療や介護のさらなる改悪が進むなかで、学習と行動を
柱に置き、患者・利用者の立場で行政へ働きかけ、社会保障費の抑制を止
めさせる運動に取組みます。また、憲法改悪が大きな山場を迎えることから、
憲法改悪を阻止する取り組みをいっそう強めます。また原発ゼロをめざす
取り組みなど、支部を中心に多くの組合員に広げていきます。
（１）社会保障を守る活動
①医療や介護保険が改悪される医療保険制度改革関連法の見直しや消費税
増税を止めさせる運動に取り組みます。また、高崎市社会保障推進協議会（高
崎社保協）との集会や学習会に積極的に取り組みます。
②国民健康保険の都道府県単位化や高崎市の「新総合事業」の改善、高崎
市をはじめ西毛地域の自治体との懇談を開催し、医療・介護の現場の声を
行政に伝え、改善を求めます。
③東日本大震災への支援活動を引き続き行い、新たに発生する災害等に対
しても支援活動を行います。
④年金など暮らしに直結する問題について学び、制度を良くする運動を地
域の諸団体と連帯して進めます。
⑤生協らしい地域包括ケアに向け、誰もが安心して住み続けられるまちづ
くり運動に取り組みます。

（２）平和を守る活動
①憲法を守る活動に取り組みます。とりわけ、第25条（国民の生存権）と
第９条（戦争の放棄）を守る集会や学習会への参加、署名運動等を積極的
に行います。
②国民平和大行進や原水爆禁止世界大会、高崎平和コンサートに多くの組
合員や職員が参加できるよう取り組みます。
③引き続き脱原発、自然エネルギーへの転換を求める集会への参加や学習
会等を行うとともに、空間放射線量測定や被災地訪問に取り組みます。
④米軍機による低空飛行訓練の中止、群馬の空を守る運動や沖縄県辺野古
新基地建設など米軍基地の強化に反対する運動に取り組みます。

※本議案の決議にかかり、その趣旨に反しない範囲の字句等の修正につい
ては理事会に一任します。

以上　

2018年度全国四課題目標
年間目標

仲間ふやし 1,000人
出資金ふやし 3,000万円
班づくり・班会開催 20班500回
担い手の育成 100人
機関紙配布率 60％
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　　７月（文
ふ

月
づき

）…いよいよ夏・到来！「つゆ草一輪」。ガラスのビンなどに挿してみませんか～。小さな “涼” を感じます。

　

健
診
室
で
は
、
最
新
の
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
や
、
話
題
の

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

今
回
は
、
特
に
お
勧
め
の
①

V
iew

ア
レ
ル
ギ
ー
39
②
ア

ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
ん
リ

ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（A
IC
S

）
③
ア
ミ
ノ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
（A

IR
S

）
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

V
iew

ア
レ
ル
ギ
ー
39

　

血
液
検
査
で
ア
レ
ル
ギ
ー

の
原
因
を
調
べ
る
こ
と
が
で

る
検
査
で
す
。
平
成
17
年
10

月
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本

の
人
口
の
３
人
に
１
人
が
何

ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
罹
患

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年

８
月
の
調
査
で
は
、
日
本
の

人
口
の
２
人
に
１
人
が
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
罹
患
し
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
有

す
る
患
者
様
は
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
症
状
を
有
す
る

患
者
様
で
も
医
療
機
関
に
お

い
て
ア
レ
ル
ギ
ー
診
断
を
受

け
た
患
者
様
の
割
合
は
４
割

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

V
iew

ア
レ
ル
ギ
ー
39

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
ご
案
内

は
、
血
液
検
査
で
39
項
目
の

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
を
知
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
植
物
や

動
物
、
埃
、
カ
ビ
、
食
物
系

か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と

な
り
や
す
い
も
の
を
一
度
に

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
に
な
っ
て
い
た
症
状
の

原
因
が
明
確
に
な
る
の
で
お

勧
め
で
す
。

ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
ん

リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（A
IC
S

）

　

１
回
採
血
（
約
５
㎖
）
で
、

複
数
の
が
ん
を
同
時
に
検
査

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早

期
の
が
ん
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
血
液
中
の
ア
ミ
ノ
酸

濃
度
を
測
定
し
、
健
康
な
人

と
が
ん
で
あ
る
人
の
ア
ミ
ノ

酸
濃
度
バ
ラ
ン
ス
の
違
い
を

統
計
的
に
解
析
す
る
こ
と

で
、
現
在
が
ん
で
あ
る
リ
ス

ク
を
評
価
す
る
新
し
い
検
査

で
す
。

健
診
室
か
ら

第
４
回
（
全
４
回
）

罹
患
し
て
い
る
可
能
性
を

０
・
０
〜
10
・
０
の
数
値

（A
IC
S

値
）
で
報
告
し
ま

す
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
が

ん
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

判
断
す
る
目
安
と
し
て
、「
ラ

ン
ク
Ａ
」「
ラ
ン
ク
Ｂ
」「
ラ

ン
ク
Ｃ
」
の
３
段
階
で
表
示

さ
れ
ま
す
。A

IC
S

は
が
ん

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

検
査
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
長

所
と
短
所
が
あ
り
、
い
く
つ

か
の
検
査
結
果
を
総
合
的
に

判
断
す
る
こ
と
で
、
が
ん
を

見
つ
け
出
せ
る
可
能
性
が
高

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、A
IC
S

は
採
血
時

の
が
ん
で
あ
る
リ
ス
ク
を
評

価
す
る
も
の
で
、
生
涯
に

渡
っ
て
の
リ
ス
ク
を
評
価
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
定
期
的
に
検
査
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
リ
ス

ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（A

IR
S

）

　

１
回
の
採
血
で
現
在
が
ん

で
あ
る
可
能
性
を
評
価
す
る

従
来
のA

IC
S

に
、「
４
年

以
内
の
糖
尿
病
発
症
リ
ス

ク
」
と
「
血
液
中
の
必
須
・

準
必
須
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
に
基

づ
く
栄
養
状
態
」
の
評
価
等

を
行
う
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
追
加
し

た
検
査
で
す
。

　

現
代
の
日
本
人
は
過
剰
栄

養
と
不
足
栄
養
が
同
時
に
存

在
し
て
い
る
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
年
に
実
施
さ
れ

た
厚
生
労
働
省「
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
」
に
よ
る
と
、
糖

尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
患
者

は
約
１
、０
０
０
万
人
、
糖

尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で
き

な
い
予
備
軍
は
約
１
、０
０

０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
の
予
防
に
は
、

発
症
の
前
段
階
で
食
生
活
や

運
動
習
慣
を
見
直
し
、
健
康

な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
大
切

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

欧
米
型
の
食
習
慣
へ
変
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人

の
た
ん
ぱ
く
質
と
脂
質
の
摂

取
量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

近
年
は
高
齢
者
の
食
べ
る
機

能
の
低
下
に
起
因
す
る
栄
養

不
足
や
、
間
違
っ
た
知
識
に

基
づ
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
に
よ

る
、
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
の

減
少
も
問
題
で
す
。
た
ん
ぱ

く
質
は
体
を
つ
く
る
最
も
大

切
な
栄
養
素
で
、
そ
の
不
足

は
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
貧
血
、
免
疫
力
低

下
と
関
連
が
あ
り
ま
す
。

　

血
液
中
の
ア
ミ
ノ
酸
濃
度

バ
ラ
ン
ス
は
健
康
な
人
で
は

一
定
に
保
た
れ
て
い
ま
す

が
、
病
気
に
な
る
と
そ
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
動
し
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
疾
患
で
特
徴
的
な

変
動
を
示
す
血
液
中
の
ア
ミ

ノ
酸
濃
度
バ
ラ
ン
ス
に
着
目

し
、
現
在
の
健
康
状
態
や
病

気
の
可
能
性
も
明
ら
か
に
す

る
検
査
で
す
。

※
左
記
が
健
診
室
で
お
勧
め

し
て
い
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

で
す
。

※
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ス
…
頸

動
脈
エ
コ
ー
、
胃
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

検
診
、
骨
密
度
測
定
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー

※
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
…
頸

動
脈
エ
コ
ー
、
腫
瘍
マ
ー

カ
ー

　

ご
不
明
な
点
は
、
健
診
室

（
直
通
０
２
７
―
３
２
３
―

２
１
８
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

配達
者紹
介 私も配っています！私も配っています！私も配っています！

３３

　

今
月
か
ら
「
緑
十
字
」
を
配
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
に
な
っ
て
約
５
年
、
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
週
１
回
の
ス

ト
レ
ッ
チ
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
大
類
支
部
で
は
上
大

類
公
民
館
で
毎
週
水
曜
日
に
ス
ト
レ
ッ
チ
班
会
を
実
施
）

　

皆
様
の
待
っ
て
い
る
、
為
に
な
る
「
緑
十
字
」
を
１
年
間
頑
張
っ

て
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

為
に
な
る
緑
十
字
を
届
け
ま
す

大
類
支
部

横
川　

綾
子
さ
ん

健診室でお勧めしているオプション検査

　

男
性
で
は
胃

が
ん
、肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
膵

臓
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
の
合
計

５
種
の
が
ん
に

対
す
る
リ
ス
ク

を
評
価
し
ま

す
。
女
性
で
は

胃
が
ん
、
肺
が

ん
、大
腸
が
ん
、

膵
臓
が
ん
、
乳

が
ん
、
子
宮
が

ん
・
卵
巣
が
ん

の
合
計
７
種
の

が
ん
に
対
す
る

リ
ス
ク
を
評
価

し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

が
ん
種
類
に
つ

い
て
、
が
ん
に

認知症サポーター講座
日　時：７月25日（水）10時～11時
場　所：高齢者住宅虹の家・１階地域交流室
申込先：高齢者あんしんセンター　くろさわ
電　話：027-353-2333（井野まで）
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〝
お
し
ゃ
べ
り
も
元
気
の
元
〞

片
岡
・
八
千
代
支
部
総
会

６
月
の
生
協
活
動

６
月
の
生
協
活
動

　

６
月
12
日
、
片
岡
・
八
千

せ
て
お

し
ゃ
べ

り
を
す

る
こ
と

の
大
切

さ
を
確

認
し
ま

し
た
。

　

６
月
９
日
、
乗
附
支
部
は

７
人
が
参
加
し
、
総
会
を
兼

ね
て
、
鼻
高
町
に
あ
る
希
望

の
丘
へ
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
に

出
か
け
ま
し
た
。

　

鈴
な
り
の
甘
酸
っ
ぱ
い
さ

く
ら
ん
ぼ
を
た
く
さ
ん
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

下
乗
附
班
は
、
40
年
以
上

続
け
て
い
る
班
で
す
。
毎

月
１
回
公
民
館
に
集
ま
っ
て

手
作
り
の
料
理
な
ど
を
も
ち

よ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
と
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
13
日
、
井
野
公
民
館

で
、
膝
関
節
と
腰
部
中
心
に

座
っ
て
出
来
る
体
幹
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の

筋
力
を
つ
け
る
運
動
（
ロ
コ

モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）
を
全
員
で
実
践
し
ま
し

た
。

　
「
骨
折
や
膝
・
腰
痛
予
防

の
為
に
も
、
日
々
継
続
し
て

行
う
こ
と
が
大
切
だ
ね
」
と

参
加
者
の
感
想
で
し
た
。

40
年
の
歴
史
を
引
き
つ
い
で

乗
附
支
部
総
会

学
ん
で
実
践

第
６
支
部
・
か
わ
せ
み
班
会

代
支
部
総
会
は
12
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

茂
木
支
部
長
の
挨
拶
で
会

が
始
ま
り
、
１
年
間
の
活
動

の
ま
と
め
・
会
計
の
ま
と
め

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
集
ま
っ
て
顔
を
合
わ

起
こ
る
症

状
の
学
習

と
、
そ
れ

ら
を
予
防

す
る
体
操

を
行
い
ま

し
た
。

　

椅
子
に

○家族を失った少年と実直に生きる豆腐屋との運命の出会い
　１人娘と２人暮らしをする主人公・島田勇作は、京都で豆腐作りの
修行を積み、今は生まれ故郷で手間と時間をかけて美味しい豆腐を地
域の人たちに届ける生活をしていた。そこに東日本大震災で津波によ
り家族全員を一瞬で失った少年・政美がやって来る。
　運命の出会い。心に傷を抱える少年は、実直に生きる勇作との暮ら
し中で、少しずつ心を再生させていく。
　この映画は、生きてゆくことの大切さを教えてくれる物語です。是
非ご鑑賞下さい。
○日　時　９月７日（金）
　（午前の部）午前10時30分～
　（午後の部）午後２時00分～
　（夜 の 部）午後６時30分～
　　○会　場　高崎市総合福祉センター
　　　　　　　たまごホール
　　○前売券　1,000円（当日1,300円）
　　○お問合せ　027（323）2762
　　　　　　　　（組合員活動部）
　　出演　小林稔侍、壇密、荒井陽太、
　　　　　神戸浩、六平直政、平田満、
　　　　　高島礼子、他
　　主催　はるな生活協同組合
　　後援　高崎市、高崎市教育委員会

「星めぐりの町」上映会のお知らせ

第24回健康まつり第24回健康まつり
ジダイ（時代・次代）を守り育てようジダイ（時代・次代）を守り育てよう

10月28日（10月28日（日日）10：00～13：00　雨天決行）10：00～13：00　雨天決行
場所：高崎中央病院　第５駐車場場所：高崎中央病院　第５駐車場

第19回ふれあいまつり第19回ふれあいまつり
110月21日（0月21日（日日）10：00～12：30　雨天決行）10：00～12：30　雨天決行

場所：通町診療所場所：通町診療所

　

上
大
塚
公
民
館（
藤
岡
市
）

で
、
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
６
月
28
日
に
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
16
人
。
血
圧
・

体
組
成
・
骨
密
度
の
測
定
を

し
た
の
ち
に
、
結
果
の
見
方

と
日
頃
気
に
掛
け
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

水
分
を
一
度
に
多
く
摂
る

と
、
体
重
は
そ
の
分
増
え
ま

す
が
、
水
分
の
影
響
で
体
内

を
電
気
信
号
が
流
れ
や
す
く

な
り
、
体
脂
肪
率
の
数
値
が

低
く
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
水
分
の
摂
り
方
も
気

に
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
血
圧
以
外
に
も
、
様
々

な
側
面
か
ら
自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
し
、
日
々
の
過
ご

し
方
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

自
身
の
体
を
知
っ
て

健
康
な
夏
を
過
ご
そ
う

お
ろ
か
も
の
之の

碑
を
訪
ね
て

六
郷
支
部

　

今
年
の
憲
法
記
念
日
集
会

で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊

藤
千
尋
さ
ん
は
記
念
講
演
の

冒
頭
に
中
之
条
町
・
林
昌
寺

の
「
お
ろ
か
も
の
之の

碑
」
を

紹
介
し
た
。
日
本
の
侵
略
戦

争
に
加
担
し
た
お
ろ
か
も
の

の
実
在
を
後
世
に
伝
え
た
碑

だ
。
こ
の
碑
を
見
に
行
こ
う

と
計
画
し
、
６
月
29
日
に
六

郷
支
部
の
仲
間
８
人
で
訪
ね

た
。

　

せ
っ
か
く
の
旅
だ
か
ら
と

倉
淵
町
を
ま
わ
り
小
栗
上
野

介
忠
順
顕
彰
慰
霊
碑
と
東
善

寺
で
墓
参
り
を
し
、
榛
名
町

を
抜
け
中
之
条
町
に
入
っ

た
。
お
ろ
か
も
の
之の
碑
を
地

元
の
青
柳
氏
に
解
説
頂
き
、

町
史
で
あ
る
桃
瀬
の
水
牢
も

案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

　

水
連
が
咲
く
静
か
な
場

所
、
名
の
響
き
と
は
裏
腹
な

年
貢
取
立
見
せ
し
め
の
場
所

だ
。
学
び
話
し
四
万
温
泉
に

つ
か
り
い
い
交
流
が
で
き

た
。
今
後
の
生
協
活
動
に
活

か
し
た
い
。

そ
の
と
き
の
た
め
に

そ
の
と
き
の
た
め
に

　

は
る
な
生
協

　

は
る
な
生
協

　
　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

　
　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

私
の
意
志
表
示

　

院
所
利
用
委
員
会
と
倫

理
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

協
議
を
重
ね
、
組
合
員
さ

ん
の
思
い
と
、
職
員
の
思

い
が
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
治
の
病
や
認
知
症
に

な
る
前
に
自
分
の
意
思
を

家
族
や
親
し
い
人
た
ち
に

知
ら
せ
、
一
緒
に
考
え
て

い
く
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
書
く
こ
と
は
、
人
生

の
最
後
を
迎
え
る
た
め
の

最
終
決
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ノ
ー
ト
を
書
く
こ
と

に
よ
っ
て「
今
の
」自
分
の

気
持
ち
と
向
き
合
い
、
最

後
ま
で
自
分
ら
し
く
あ
る

た
め
に
意
思
を
記
録
す
る

キ
ッ
カ
ケ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

是
非
、
こ
の
ノ
ー
ト
を

ご
自
身
と
周
囲
の
人
と
の

考
え
や
、
思
い
を
話
し
合

う
こ
と
に
活
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

１
冊
３
５
０
円（
税
込
）

お
問
合
せ
先
：

　

組
合
員
活
動
部

０
２
７
―
３
２
３
―
２
７
６
２

林
昌
寺
山
門
脇
に
建
つ

「
お
ろ
か
も
の
之の

碑
」

=

中
之
条
町・伊
勢
町


